平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費

	事業名:　鳥獣対策推進費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　   

環境生活部　清流の国ぎふづくり推進課　生物多様性担当　　　   

電話番号：058-272-1111（内2700）　　　　　　　  
   

E-mail：c11265@pref.gifu.lg.jp



     

	事業費


　要求額：11,130千円（前年度予算額：8,381 千円）

	事業内容


	１　事業の内容


鳥獣に関する生息調査等を実施し、保護管理を推進する。
（1） 野生動物と人との共生推進
野生動物と人とのよりよい共生社会を目指し、生物多様性保全の意義、生き物とのつながり、野生動物と人との適切な関わり方等を題材とした普及啓発を行う。

（2） 動物由来感染症モニタリング調査

野鳥の糞便や死亡個体について高病原性鳥インフルエンザ検査を行う

（3） 野生鳥獣生息調査

カワウ、カモ類の生息数及び生息分布について調査を行う

（4） 特定鳥獣保護管理計画策定

ツキノワグマの生息調査を行い、科学的データに基づく特定鳥獣保護管理計画を策定する

	２　所要経費


（１）野生動物と人との共生推進　　　　　1,181千円
（２）動物由来感染症モニタリング調査　　2,047千円
（３）野生鳥獣生息調査　　　　　　　　　　732千円
（４）特定鳥獣保護管理計画策定　　　　　7,170千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
	２　これまでの取組状況


（１）野生動物と人との共生推進
　　　　H23年8月に策定した「生物多様性ぎふ戦略」の中で、「①森・川・海のつながりを守る」、「②いのちを活かし、暮らしにつなぐ」、「③ともに考え続ける」の3つの視点において、10年後の目指すべき姿と関連する施策を定めており、　　　「③ともに考え続ける」の施策の1つとして「生物多様性に関する正しい知識の普及啓発」を課題としている。
（２）動物由来感染症モニタリング調査

「野鳥における高病原性鳥インフルエンザに係る都道府県鳥獣行政担当部局等の対応技術マニュアル（環境省Ｈ２０年９月）」に基づき、「岐阜県野鳥における高病原性鳥インフルエンザ対策マニュアル」を整備した。
野鳥の糞便や死亡個体について高病原性鳥インフルエンザ検査を行った。
（３）野生鳥獣生息調査

カワウの生息調査を８カ所、ガン・カモ科鳥類生息調査を８５カ所で実施した。
（４）特定鳥獣保護管理計画策定

数が著しく増加しているイノシシ・ニホンジカ、全国的には減少しているツキノワグマ・ニホンカモシカについてその適正な保護を目的に期間５年の管理計画を策定している。
　　　
	３　これまでの取組に対する評価


（１）野生動物と人との共生推進
県民に対し、野生動物の自然生態系における存在意義、生態系サイクルの重要な一部を担っていることについて、わかりやすく説明し、農林業被害、外来種問題などの様々な野生動物を巡る問題に対応していく上で、基本となる考え方を啓発する必要がある。
（２）動物由来感染症モニタリング調査

死亡野鳥発生時に、県のマニュアルに基づき対応した。引き続き、農政部局と連携して感染症モニタリングを行う必要がある。

（３）野生鳥獣生息調査

対象種の生息地や生息数の増減、種類を把握できた。今後も定期的な調査が必要である。

（４）特定鳥獣保護管理計画策定
計画にツキノワグマの捕獲上限頭数を設定し、年度ごとの捕獲数推移の把握や放獣の推進等、安定的な個体群維持をめざし保護管理に努めてきた。このほか計画を策定している鳥獣についてもモニタリング調査等を実施し、適正な保護管理に努めている。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
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